
平成31年度

　

引
き
続
き
、
常
勤
医
師
の
確
保

に
努
め
る
と
と
も
に
、
経
営
改
善

に
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

み
、
地
域
住
民
は
も
と
よ
り
、
二

次
医
療
圏
域
の
期
待
と
信
頼
に
応

え
る
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

熊
石
国
保
病
院
は
、
医
師
2
名

体
制
に
よ
り
安
定
経
営
が
な
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
老
朽
化
が
著
し

く
、
改
築
が
必
要
な
状
況
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
高
齢
化
が
進
む
熊

石
地
域
に
と
っ
て
大
切
な
存
在
で

あ
る
ほ
か
、
近
隣
地
域
か
ら
も
信

頼
さ
れ
る
医
療
機
関
と
な
っ
て
お

り
、
今
後
に
お
い
て
も
地
域
医
療

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
30

年
は
、
西
日
本
豪
雨
災

害
や
胆
振
東
部
地
震
の
発
生
な

ど
、
自
然
災
害
の
多
い
年
で
も
あ

り
ま
し
た
。
町
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
構
築
が
大

変
重
要
で
あ
り
、
特
に
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
向
け
た
共

助
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
た
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
政
の
多
く
の
課
題
と
多
様
化

す
る
町
民
要
望
に
応
え
て
い
く
た

め
に
は
、
多
く
の
困
難
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
町
民
と
議
会
、
行

政
が
互
い
に
知
恵
と
力
を
合
わ

せ
、
課
題
解
決
に
向
か
っ
て
進
む

こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な

八
雲
町
実
現
の
た
め
、
議
員
な
ら

び
に
町
民
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

以
下
、
第
2
期
八
雲
町
総
合
計

画
の
基
本
目
標
ご
と
に
、
基
本
的

な
考
え
方
と
具
体
的
な
方
針
を
申

し
上
げ
ま
す
。

（
1
）
土
地
利
用
の
推
進

　

今
後
の
急
速
な
人
口
減
少
・
少

子
高
齢
化
へ
の
対
策
と
し
て
、
持

続
可
能
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
市
街
地

形
成
を
図
る
た
め
、
平
成
30

年
度

策
定
し
た
立
地
適
正
化
計
画
の
具

現
化
に
向
け
、
国
の
誘
導
施
策
を

基
本
に
土
地
利
用
の
推
進
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
42

年
度
（
2
0
3
0

年
度
）
北
海
道
新
幹
線
開
通
に
向

け
、
新
八
雲
（
仮
称
）
駅
周
辺
整
備

計
画
と
整
合
性
を
図
り
、
無
秩
序

な
開
発
を
防
ぐ
た
め
に
都
市
計
画

区
域
の
拡
大
を
検
討
し
、
来
年
度

に
見
直
さ
れ
る
北
海
道
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
作
業
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

役
場
本
庁
舎
は
、
昭
和
36

年
に

建
設
さ
れ
築
58

年
が
経
過
し
、
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
と
同
時
に
、

災
害
対
策
活
動
の
中
枢
拠
点
に
必

要
と
さ
れ
る
耐
震
性
能
を
満
た
し

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
来
年
度
に
機

能
移
転
す
る
予
定
の
国
立
病
院
機

構
八
雲
病
院
お
よ
び
北
海
道
八
雲

養
護
学
校
の
跡
地
・
跡
施
設
の
活

用
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
庁
舎

等
整
備
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の

策
定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
2
）
自
然
環
境
の
保
全

　

豊
か
な
自
然
資
源
に
恵
ま
れ
た

ま
ち
と
し
て
、
環
境
保
護
、
公
害

防
止
、
地
球
温
暖
化
対
策
へ
の
取

り
組
み
に
、
引
き
続
き
努
め
る
と

と
も
に
、「
八
雲
町
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
（
事
務
事
業
編
）
」
に

基
づ
い
た
進
行
管
理
を
適
切
に
行

い
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
の

削
減
や
、
省
エ
ネ
・
省
資
源
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ヒ
グ
マ
や
エ
ゾ
シ
カ
な
ど
の
有

害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
、
関
係
機
関
・
団
体
・
住
民

組
織
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
猟
友

会
の
協
力
の
も
と
総
合
的
か
つ
安

全
性
を
重
視
し
た
対
策
を
実
施
し

て
い
く
と
と
も
に
、
ハ
ン
タ
ー
後

継
者
の
育
成
に
対
す
る
支
援
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
3
）
市
街
地
及
び

　 

集
落
の
環
境
整
備

　

道
道
の
整
備
で
あ
り
ま
す
、

3
・
4
・
2
出
雲
通
街
路
整
備
事

業
は
、
平
成
30

年
度
に
第
二
期
工

事
の
認
可
を
受
け
事
業
着
手
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
早
期
完
成
に
向

け
て
引
き
続
き
予
算
確
保
を
要
請

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
営
住
宅
の
整
備
・
改
修
に
つ

い
て
は
、
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化

計
画
に
基
づ
い
て
、
平
成
31

年
度

は
出
雲
町
Ｃ
団
地
3
棟
10

戸
の
建

替
建
設
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
33

年
度
（
2
0
2
1

年
度
）
以
降
の
公
営
住
宅
等
長
寿

命
化
計
画
見
直
し
作
業
に
も
着
手

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

空
家
等
対
策
に
つ
い
て
は
、
危

険
な
建
物
と
判
断
さ
れ
た
特
定
空

家
の
解
体
・
撤
去
費
の
補
助
制
度

や
、
子
育
て
世
帯
が
空
家
を
取
得

し
て
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
場
合
の
補

助
制
度
を
、
積
極
的
に
活
用
さ
れ

る
よ
う
制
度
の
周
知
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

航
空
自
衛
隊
八
雲
分
屯
基
地
は
、

地
域
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
と

も
に
、
町
の
振
興
や
町
民
生
活
と

密
接
な
関
係
に
あ
り
、
地
域
経
済

へ
の
波
及
も
大
き
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。
八
雲
分
屯
基
地
の
有
効
活

用
、
現
部
隊
の
維
持
と
新
た
な
部

隊
の
配
置
な
ど
を
目
指
す
と
と
も

に
、
防
衛
施
設
周
辺
整
備
事
業
の

拡
充
等
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き

関
係
協
力
団
体
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
要
請
活
動
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

（
4
）
道
路
網
の
整
備

　

国
道
2
2
9
号
等
の
海
岸
沿
い

の
対
策
で
は
、
計
画
的
に
高
波
・

越
波
防
止
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
が
、
引
き
続
き
早
急
な
整

備
を
図
る
よ
う
、
関
係
機
関
に
要

望
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
道
5
号
お
よ
び
2
7
7
号
、

各
道
道
の
改
良
整
備
促
進
等
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
関
係
機
関
へ
の

要
望
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
特

に
、
北
海
道
新
幹
線
開
通
に
よ
る

新
八
雲
（
仮
称
）
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス

道
路
と
な
る
道
道
八
雲
北
桧
山
線

の
整
備
に
つ
い
て
、
北
海
道
へ
の

要
望
お
よ
び
協
議
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

町
道
に
つ
い
て
は
、
経
年
劣
化

に
よ
る
舗
装
の
損
傷
が
進
ん
で
い

る
路
線
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
計

画
的
に
道
路
改
良
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

八
雲
の
自
然
と
調
和

す
る
安
心
・
安
全
な

都
市
基
盤
整
備

１
．
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